
・広大な工場内で製品のトレースに時間を要していた
・製品の管理が属人化しており、部署間の連携が困難だった
・目視での管理はヒューマンエラーのリスクがあった

After

・二次元コードでの管理で製品のトレース時間は5分の1に短縮

・一元管理により部署間で正確な情報共有が可能に

・冷凍ラベルを採用することで過酷な環境下でも運用が可能に
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日本製鋼所M&E株式会社 様

導入経緯

お客さまプロフィール
■社名：日本製鋼所M&E株式会社
■事業内容：各種鋳鍛鋼品・鋼板等の製造および販売
■従業員数：1,450名

日本製鋼所M&E株式会社 室蘭製作所様は、発電インフラ向けの大型ローターシャフトや原子力圧力容器部材など、各種鋳鍛鋼製品を開発・製
造しています。同製作所は製品の位置情報を、Excelを使用して手作業で管理しており、広大な工場内で製品の探索に多くの時間を要していま
した。また、工程が複雑で製品ごとに担当者が異なるため、製品の位置情報管理が属人化し製品管理の効率化が課題となっていました。

Webサイトはこちら

導入製品・システム

AfterBefore

二次元コードで位置情報を一元管理し、見える化。
製品のトレース時間を5分の1に短縮

ラベルプリンター導入事例（SCeaTa CT4-LX）

各二次元コードを
紐付けてアップロード

位置管理

製品ラベル発行
製品ラベルエリア No

製品に打刻

［事務所］ ［保管現場］



岩泉氏：導入以前は、RFIDなども検討しましたが、費用対効果を出すことが難しいと判断し、

容易に運用ができ、かつコストパフォーマンスが高い二次元コードを選択しました。ラベルの強

度は半年ほどテストを繰り返し、最終的に冬場は-10℃になることもある、北海道・室蘭という

過酷な環境でも剥がれにくい冷凍ラベルを採用しています。

結果、PCレスでラベル発行が可能なSATO AEP（Application Enabled Printing）と

岩泉氏：当社では発電インフラ系の製品、火力発電機用のローターシャフト、原子力の圧力容器部材な

ど、さまざまな大型の鋳鍛鋼製品を製造しています。これらの製品は受注生産が主で、製造工程も製品ご

とに異なります。そのため工場内での製品のトレースが大きな課題になっていました。

広大な工場内には加工機が多数点在しており、加工機も製品も工程に応じて工場内のさまざまな場所に

移動します。いずれも空いているスペースに順に置いていくことになるため、その後、製品の位置を把

握するのが大変でした。

以前はExcelを使い、目視と手作業で位置情報を管理していましたが、情報が縦割り状態になっていて、製品も多岐にわたるた

め、担当者以外は場所を把握していないという属人化が進んでいました。そのため、担当者が休んでしまうと目的の製品を探す

のに時間を要する状況でした。

加えて作業員の高齢化や人員減少も課題となっていました。以前は人海戦術で対応できて

いましたが、最近では5人でやっていた仕事を1人か2人で管理しなければならない状態に

なっています。また高齢になっている作業員も増えてきています。そのため、DX化を促

進する必要性に迫られていました。

背景・課題

製品の製造工程の複雑さからトレースの強化が急務に

効果・評価

二次元コードの活用で位置情報の見える化を実現。トレースは5分の1に短縮

2025.03.17 (AJ)

■記載内容は2024年12月現在のものです。
■製品改良のため断りなく仕様を変更することがありますのでご了承ください。
■いかなる形式でも本誌の一部または全部の複製および無断転載をお断り致します。
■記載されている会社名、ソフトウエア名、製品名などは各社の商標、または登録商標です。

©SATO  CORPORATION. All rights reserved.

全国の営業拠点一覧はこちらへアクセスしてください

受付時間：24 時間365日

お問い合わせ先 0120-226310

お客さまの声

日本製鋼所M&E株式会社　素形材製造部　機械課　係長　岩泉 昌宏 様

素形材製造部　機械課
係長　岩泉 様

SCeaTaのセットを導入しました。二次元コードとシステムの連携で加工機と製品が見える化され、トレースが容易になりまし

た。トレース時間は導入以前の5分の1ほどになり、効率は飛躍的に向上しています。情報の一元化も実現し、特定の人間に頼

らず品の情報や場所が分かるようになったため、属人化の問題が解消したのも大きいですね。自動で管理してくれる「ほったら

かせる」状態になり、各工程で省力化にもつながっています。

現場の反応も良好です。当初は新しいシステム導入に対する抵抗感もありましたが、SCeaTaは誰でも

簡単に操作できるので、説明会をする必要もありませんでした。実際に使ってみることで便利さが実感

できたようです。二次元コードを読み取るだけという単純な操作で、以前より格段に作業が楽になった

と好評です。今では「もっと活用できないか」という前向きな意見が出てくるようになりました。今後

は、さらにITやIoTを利用した管理の自動化など、DX化を推進していきたいと考えています。


